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連携強化  
 

IFC、ST-Bridge、Revitファイルをそのまま参照可能になりました。取り込み階も設定可能になりました。 

 外部参照改良 

モデルデータを
クリック 

IFC・ST-Bridge 
Revitファイルを 
直接指定可能に 

NEW 

また、Revit読み込み、IFC読み込み、ST-Bridge読み込み時に、外部参照データとしての読み込みに対応しました。実運用
に即した参照モデルの統合が可能になります。 
 

NEW NEW 

【 外部参照で Revitファイルを読み込んだ場合 】 

取り込み階を
設定可能に 
 

【 外部参照で IFCファイルを読み込んだ場合 】 

取り込み階を
設定可能に 
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BuddyBoard 連携 

図面作成ステージの用紙出力画面から、用紙を図面ナレッジプラットフォーム"BuddyBoard"にアップロードできるようにな
りました。GLOOBEで作成した図面を、BuddyBoard上で共有できます。 

NEW 

※『BuddyBoard』は株式会社 BuddyBoardの登録商標です。 

BuddyBoardへ 
シームレスに連携可能に 

【 図面作成・シート 】 

https://smt.fukuicompu.co.jp/fad/products/buddyboard/
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パフォーマンスアップ  
 

部品稜線の削減 

特定のメーカーコンテンツにおいて、不要な部
品稜線を省略しました。立体を見やすくすると
ともに、図面作成にかかる時間を削減しまし
た。よりスムーズに図面作成が可能です。 

部品・建具の
稜線を簡略化 

ONの場合 

【3Dビュー】 【3Dビュー】 

【立面図・断面図・展開図など】 

※OFFでの利用を推奨 

GLOOBE2025以前に作成したデータに反映さ
せるには「GLOOBE2025以前の取込方法を使
用する」チェックが OFFになっていることを確
認し、「ツール」－「3Dカタログ・AM更新」
コマンドを実行して更新してください。 

【立面図・断面図・展開図など】 

NEW 

NEW 

同じ部品が同じ向きで配置されている場合、描画結果を再利用することで、描画を効率化しました。 
同じ部品が多数配置されている図面の作成時間が短くなります。※ 立面系、断面系など 

 立面・断面系図面の作図効率化 

【 GLOOBE 2025 】 【 GLOOBE 2026 】 

【 断面図 】 【 断面図 】 【 3Dビュー 】 【 3Dビュー 】 

描画速度の 
高速化を実現 

同じ向きの同じ
部品が複数ある
場合 

NEW 

描画を再利用 それぞれを陰面処理・描画速度（遅） 
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確認申請 BIM 図面審査  

 

2026年 4月施行の BIM図面審査「入出力基準適合申告書」におけるチェックリスト（意匠分野）の自動作成機能を実現しま
した。GLOOBE Architectで設計した各オブジェクトや寸法などの BIM情報から自動判定し、チェックリストを作成します。 
確認申請に必要な「明示すべき事項」の図示状況や根拠をワンタッチで確認でき、入出力基準との整合性を確認する手間を大
幅に削減し、記載漏れも未然に防ぎます。 

「グループ選択」コマンド
で部材のプロパティ情報
を確認可能に 

「図面作成」 
または「シート」 

誓約書チェックリスト（2026 年 4 月版リリース機能） 

対象図枠(図面)
をアクティブに 
 

1 

2 

3 

リストのオブジェクト
等にフィット 

入出力基準の項目 

基準項目に該当する明示すべき 
事項等があるか？ 

当該明示すべき事項等が２つ以上
の箇所に記載されているか？  

入出力基準に従って 
入力・出力を行っているか？ 

該当図書においてすべての明示事項
等を申告対象とするか？ 
一部 （混在）とするか？ 

ない 

ある 

記載されている 

行っている 

全て 

〇 

一部（混在） 

△ ━ 

※（参考）建築 BIM推進会議 BIM図面審査申請・審査マニュアル 
【申告欄の記載フロー】 

※GLOOBEでは 
「－」として出力 

誓約書チェックリストの Excel出力に対応しました。 
出力したチェックリストは、設計者が BIM図面審査の共通データ
環境（CDE）に PDF等としてアップロードするなどして活用でき
ます。 

※「誓約書チェックリスト」コマンドの利用には、GLOOBE Architect基
本+法規チェックオプションが必要です。 

※ 本機能では「BIM 図面審査における入出力基準適合誓約書」の一部と
して提出が必要な意匠分野（第二面）「チェックリスト」を作成します。
構造分野（第三面）、機械設備分野（第四面）、電気設備分野（第五面）
には未対応です。 

※「BIM図面審査における入出力基準適合誓約書」は GLOOBEから出力
できません。「Excel出力」したリストを「BIM図面審査における入出
力基準適合誓約書」の一部として提出して利用してください。 

Excel 出力（2026 年 4 月版リリース機能） 

 

※ GLOOBEからは Excel形式の出力となります。Excelで
の加筆や PDF変換については、必要に応じて設計者で対
応してください。 

【図面作成・シート】 

NEW 

記載されていない 記載されていない 

行っていない 行っていない 

符号 符号 
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要素間寸法線 

要素の移動・変形に追従する寸法線を入力します。 

敷地境界・地盤 ～ 通り芯の距離 

敷地境界・地盤 ～ 外壁面の距離 

間仕切り壁 ～ 通り芯までの距離 

など BIM図面審査の明示事項である「オブジェク
トの移動に追従する寸法線」が入力できます。設計
変更時にワンタッチで追従し、記載漏れの防止と作
図効率向上に貢献します。 

コマンドで 
寸法線を自動更新 敷地範囲が

変更になっ
た場合など 

コマンドで確認
申請用寸法を登録 

NEW 

法改正対応 

法規 LVSの排煙計算の際、排煙有効高さの設定
を、2.6m以下の場合と、2.6mを超える場合
とで分けて設定できるようになりました。 
2025年 11月 1日に施行された施行令第 116
条の 2第 1項第二号の改正令に対応した、排煙
の検討が可能になります。 

排煙有効高さ 
有効な範囲 

【天井高さ H≦2.6ｍの場合】 

1.8m 

有効な範囲 

【天井高さ H＞2.6ｍの場合】 

天井 
天井 

床 床 

排煙有効高さ 

NEW 

NEW 
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既存改良  
 

杭の立体形状改良 

現場打ち杭の杭頭・杭脚形状が再現できるよう
になりました。プロパティで「テーパー角」「直
立高さ」の設定に対応し、詳細な表現が可能に
なりました。 

【3Dビュー】 【杭プロパティ】 

杭頭径 

杭全長 杭径 

杭脚径 

杭頭長さ 

直立高さ 杭脚長さ 杭脚長さ 
テーパー角 

テーパー角 

NEW 

NEW 

NEW 

躯体強化（フカシ） 

2 3 

分離 統合 

1 

統合して 1つの
オブジェクト 

柱(RC/SRC) 

汎用オブジェクトで作成した立体を、柱・壁・梁・
スラブのフカシとして設定できるようになりまし
た。複雑な形状でも正確な躯体モデルを作成でき
ます。 
また、「分離」を選択することで、統合したフカシ
を汎用オブジェクトに戻すことも可能です。 

【GLOOBE2026】 

【従 来】 
NEW 

汎用オブジェクト 
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【 基準 変更前 】 

クリックした位置を基準に
山部をピッチ配置 

折板屋根や金属瓦棒屋根について、割付基準の変更に対応しました。 
 

 折板・瓦棒屋根割付の改良 

NEW 

【 基準 変更後 】 

躯体寸法のタイプ拡充 

躯体寸法において 3段の表現に対応しました。フカシや断熱材などが含まれる場合などに有効となります。 
「作図表現」において、段間隔の設定もおこなえます。（複数段の場合は等間隔） 

【従来は 2段まで】 【3段まで設定可能】 

段間隔 

長さ 

突き出し長さ 

部材ごとに、寸法線タイプを
設定します。 

※左図は Constructionでの例 

NEW 

NEW 


